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大
会
は
、
矢
部
副
委
員
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
議
長
に

田
崎
代
議
員
（
盛
岡
）
、
副

議
長
に
宇
佐
美
代
議
員
（
秋

田
）
を
選
出
し
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
大
沼
委

員
長
が
４
点
に
わ
た
り
挨
拶

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
賓

挨
拶
、
弁
護
団
報
告
、
国
労

本
部
か
ら
の
挨
拶
を
受
け
て

議
題
に
入
り
ま
し
た
。

経
過
報
告
で
は
４
名
の
代

議
員
か
ら
発
言
を
受
け
、
答

弁
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
に
機
関
紙
及
び
組
織
拡

大
標
語
の
表
彰
を
行
い
、
一

日
目
の
議
事
を
終
了
し
ま
し

た
。二

日
目
は
運
動
方
針
（
案
）

に
対
す
る
討
議
で
議
事
を
再

開
し
、
16
名
の
代
議
員
か
ら

の
発
言
を
踏
ま
え
て
、
伊
藤

書
記
長
よ
り
集
約
答
弁
が
さ

れ
、
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
役
員
改
選
に
伴

い
新
執
行
部
が
選
出
さ
れ
、

全
代
議
員
の
満
票
で
ス
ト
権

を
確
立
。
そ
の
後
に
大
会
宣

言
（
案
）
を
採
択
し
ま
し
た
。

最
後
に
新
執
行
部
を
代
表

し
て
、
大
沼
委
員
長
の
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
大
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

国
労
東
日
本
本
部
は
、
８
月
23
日
～
24
日
に
第
33
回
定
期
大
会
を
、
東
京
・

芝
浦
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
は
代
議
員
の
真
摯
な
討
論
か
ら
、
運
動
方
針
と
「
労
働
条
件
に
関
す

る
協
約
」
改
訂
要
求
を
確
立
し
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
、
新
執
行
部
（
別

掲
）
を
選
出
し
、
「
大
会
宣
言
」
を
採
択
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

今
号
は
、
大
会
特
集
号
【
そ
の
１
】
と
し
て
報
告
し
ま
す
。

（
発
言
は
次
号
掲
載
）

ま
ず
１
点
目
は
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
で
す
。

昨
年
の
東
労
組
の
瓦
解
で
労
働
組
合
へ
の
信
頼
が
大
き
く
失

墜
し
た
職
場
で
は
、
社
友
会
の
組
織
化
も
あ
り
、
以
前
に
も
増

し
て
組
織
拡
大
は
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
の

拡
大
は
、
加
入
を
呼
び
か
け
た
国
労
組
合
員
一
人
ひ
と
り
へ
の

信
頼
と
期
待
の
表
れ
を
証
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
拡
大
の
特

徴
は
、
旅
客
、
貨
物
会
社
共
に
Ｊ
Ｒ
世
代
が
Ｊ
Ｒ
世
代
を
加
入

さ
せ
る
と
い
う
、
Ｊ
Ｒ
世
代
が
運
動
を
け
ん
引
し
始
め
て
い
る

点
を
全
体
で
確
認
し
あ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
月
の
拡
大
委
員
会
で
は
、
女
性
部
か
ら
「
あ
と
５
年
し
か

な
い
で
は
な
く
、
５
年
も
あ
る
の
で
す
」
「
出
来
る
事
は
、
ま

だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」
と
い
っ
た
特
別
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

彼
や
彼
女
ら
は
有
言
実
行
し
て
い
ま
す
。
国
鉄
世
代
の
組
合
員

の
皆
さ
ん
、
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
お
願
い
し
ま
す
。

第
88
回
定
期
全
国
大
会
で
本
部
が
提
起
し
た
「
５
年
ビ
ジ
ョ

ン
」
は
、
Ｊ
Ｒ
世
代
へ
財
政
・
組
織
・
運
動
を
引
き
継
い
で
い

く
た
め
の
現
状
と
課
題
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
課
題
の

一
つ
を
方
針
化
し
、
全
国
大
会
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
後
も
克
服
す
べ
き
課
題
を
国
労
の
総
団
結
で
乗
り
越

え
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
を
進
め
な
が
ら
Ｊ
Ｒ
世
代
へ
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

２
点
目
は
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と
職
場
労
働
条
件
改
善

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

会
社
は
「
さ
ら
な
る
人
口
減
少
や
自
動
運
転
の
実
用
化
等
の

厳
し
い
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
」
と
し
て
、
昨
年

７
月
に
は
グ
ル
ー
プ
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
「
変
革
２
０
２
７
」
を
策

定
。
そ
の
実
現
に
向
け
た
施
策
等
の
嵐
が
、
こ
の
一
年
、
各
系

統
で
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
現
場
で
は
、
輸
送
障
害
全
体
の
発
生

件
数
で
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
部
内
原
因
に
よ
る
輸
送
障

害
は
増
加
し
、
鉄
道
運
転
事
故
に
は
至
ら
な
い
が
「
注
意
を
要

す
る
事
象
」
の
「
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
る
事
象
」
の
増
加
や
、

グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
め
た
労
災
死
亡
事
故
が
残
念
な
が
ら
発
生

し
て
い
ま
す
。
安
全
は
経
営
の
ト
ッ
プ
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
で

あ
り
、
信
頼
の
基
盤
で
す
。
労
働
組
合
と
し
て
も
徹
底
し
て
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

会
社
は
、
大
量
退
職
の
中
で
の
急
激
な
世
代
交
代
、
技
術
継

承
・
人
材
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
会
社
が
進

め
る
技
術
革
新
と
体
制
見
直
し
の
み
を
優
先
す
る
「
変
革
」
に

は
、
現
場
が
追
い
つ
い
て
な
い
現
実
が
あ
り
、
労
働
組
合
が
モ

ノ
を
言
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
安
全
・
安
定
輸
送

の
確
立
に
向
け
「
仕
事
・
安
全
総
点
検
」
運
動
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

３
点
目
は
、
今
年
も
約
６
０
０
事
業
所
中
約
１
５
０
職
場
で

国
労
組
合
員
が
過
半
数
代
表
者
選
挙
に
立
候
補
し
ま
し
た
。
組

合
員
数
の
減
少
や
社
友
会
が
２
万
人
を
超
え
る
厳
し
い
環
境
の

中
で
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、
昨
年
を
上
回
る
11
職
場
で
代
表

に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
代
表
に
は
至
ら
ず
と
も
、

組
織
以
上
の
支
持
を
得
、
安
全
衛
生
委
員
に
指
名
さ
れ
た
職
場

も
出
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
会
社
で
も
組
合
員
の
奮
闘
に
よ
り

16
職
場
で
国
労
が
代
表
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

東
日
本
本
部
と
し
て
こ
の
間
、
代
表
者
会
議
等
で
「
選
挙
が

た
だ
単
に
目
的
で
は
な
く
、
働
き
や
す
い
職
場
に
し
て
い
く
こ

と
、
そ
の
取
り
組
み
の
先
に
労
働
組
合
へ
の
信
頼
を
勝
ち
取
り
、

組
織
拡
大
へ
結
び
つ
け
る
こ
と
」
が
真
の
目
的
で
あ
る
と
意
思

統
一
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
７
月
13
日
に
は
「
社
員
代
表
者
交
流
会
」

を
開
催
し
、
取
り
組
み
の
進
ん
で
い
る
職
場
の
報
告
を
全
体
で

共
有
し
て
き
ま
し
た
。
現
場
に
依
拠
し
、
粘
り
強
く
仲
間
の
声

を
取
り
あ
げ
、
労
働
組
合
の
必
要
性
を
伝
え
て
い
る
代
表
者
の

皆
さ
ん
の
姿
は
、
ま
さ
に
本
来
の
労
働
組
合
運
動
で
あ
り
、
今

後
の
国
労
組
織
の
広
が
り
と
展
望
を
確
信
さ
せ
る
も
の
で
す
。

４
点
目
は
政
治
課
題
に
つ
い
て
で
す
。

第
25
回
参
議
院
選
挙
で
は
、
与
党
で
過
半
数
を
上
回
る
も
の

の
改
選
前
か
ら
６
議
席
を
減
ら
し
、
改
憲
勢
力
で
は
３
分
の
２

を
割
り
込
み
ま
し
た
。
32
の
一
人
区
で
は
、
野
党
共
闘
が
接
戦

を
制
し
、
10
議
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。

東
日
本
本
部
は
、
一
人
区
で
は
野
党
共
闘
を
支
援
し
て
、
比

例
区
選
挙
に
お
い
て
も
立
憲
野
党
の
候
補
者
を
中
心
に
、
地
方

ご
と
に
選
挙
戦
を
戦
っ
て
き
ま
し
た
。
奮
闘
さ
れ
た
組
合
員
の

皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
安
倍
・
自
民
党
の
目
論
見

は
大
き
く
後
退
し
ま
し
た
が
、
予
断
を
許
す
状
況
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
は
立
憲
野
党
が
連
携
し
、
改
憲
論
議
自
体
に
終
止

符
を
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、
護
憲
、
人
権
、
平
和
、
環
境
を
守
る
政
治
勢
力

の
拡
大
に
向
け
た
各
選
挙
戦
の
取
り
組
み
と
、
各
地
で
の
護
憲
・

平
和
運
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

結
び
に
、
組
織
の
展
望
を
切
り
開
く
た
め
の
環
境
作
り
は
着

実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。
後
は
、
職
場
が
抱
え
る
問
題
を
仲
間

と
一
緒
に
考
え
、
悩
み
、
職
場
改
善
の
取
り
組
み
を
通
し
て
国

労
へ
の
信
頼
を
広
げ
る
運
動
作
り
に
な
り
ま
す
。
成
果
や
教
訓
、

経
験
を
お
互
い
が
学
び
合
え
る
真
摯
な
討
論
を
、
各
代
議
員
の

皆
さ
ん
に
要
請
し
、
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
の
挨
拶
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

議長
盛岡地本

田崎代議員

副議長
秋田地本

宇佐美代議員

（
全
文
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

組
織
展
望
を
切
り
開
く
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2009年から執行委員を３

期６年、2017年から執行

副委員長を１期２年、通

算４期８年務めました。

機 関 紙 表 彰

[最優秀]

盛岡/及川 孝

第１２回組織拡大標語優秀作品

●弱い立場の労働者 団結こそが生きる道
共に闘う国労へ

[優秀]

東京/松﨑 宏二郎

●黙っていては何も変わらない 共に闘おう！

仙台/藤原 郁夫

【
執
行
委
員
長
】

大
沼

元

【
書
記
長
】伊

藤

隆
夫

【
執
行
委
員
】

武
田

幸
喜

彦
田

貴
弘

【
会
計
監
査
員
】

塩
澤

冨
世

飯
島

英
樹

再 選 役 員

退 任 役 員
ごくろうさまでした

常盤 達雄
執行委員

佐藤　治
執行委員

渡辺 信之
執行副委員長

中村 賢太郎
執行委員

中谷 慎一
執行委員

矢部 雄一
執行副委員長

2005年から執行委員を１

期２年、2009年から５期

10年、通算６期12年務め

ました。

樋口 孝重
執行委員

2017年・第31回定期大会

から執行委員を１期２年

務めました。

本間 誠
執行委員

2013年・第27回定期大会

から会計監査員を３期６

年務めました。

照井 幸男
会計監査員

小向 清樹
会計監査員

紙名 号数 地本 発行機関

支部情報 500号達成 秋田 秋田総合車両センター支部

支部情報 97 秋田 秋田総合車両センター支部

郡工情報 51 仙台 郡山工場支部

分会通信 55 仙台 貨物分会

スクラム 52 長野 長野総合車両所支部

国鉄新潟 31 新潟 新潟地方本部

国労高崎 33 高崎 高崎地方本部

かもつ分会ニュース 45 水戸 貨物分会

蘇我運輸区分会ニュース 41 千葉 蘇我運輸区分会

きずな 千葉 新浦安分会

新保ニュース 千葉 新小岩保線分会

闘灯　（ともしび） 千葉 木更津分会

最
優
秀
表
彰

優
秀
表
彰

特
別
表
彰

分会編成を機に

昨年から発行開始。

分会運動活性化へ

つなげている。




